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行
政
に
よ
る
支
援
を
求
め
る
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
の
和
川

さ
ん
と
妻
は
つ
み
さ
ん
、
技
術
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

，
坂
爪
亡
拘
：
舌
）
Ⅱ
仙
台
市
泉
区
・
；
Ｉ

全
身
の
筋
肉
が
衰
え
る
難
病
簸
雲
縮
（
い
し
ゅ
く
）
桙
圃
塞
塀
化
症
（
Ａ
Ｌ
Ｓ
）
。
「
話
す
衷
建
零
つ
患
者

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
、
行
政
が
乗
り
出
し
て
ほ
し
い
」
と
寓
麺
県
の
患
者
会
が
近
く
仙
台
市
に
要
望

を
行
う
。
患
者
会
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
一
言
葉
を
嚢
瘡
す
る
た
め
の
装
置
づ
く
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
担
っ

て
き
た
。
全
国
に
も
な
い
活
動
と
は
い
え
、
百
二
聖
輩
力
は
限
界
」
と
訴
え
て
い
る
。

人
材
や

支
援
機
関

協
会
宮
城
県
支
部
仙
台
市
に
陳
情
へ

笙
活
に
不
可
丞

【

長
（
閲
）
ら
患
者
代
表
３
人
と

家
族
ら
が
面
会
す
る
。

要
望
は
、
①
患
者
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
は
、

人
間
ウ
し
い
生
活
の
維
持
に

必
須
で
、
行
政
に
よ
る
公
的

支
援
で
あ
る
べ
き
②
そ
の
た

め
の
具
体
的
な
人
の
手
当
て

や
機
関
設
置
な
ど
を
検
討

し
て
ほ
し
い
ｌ
な
ど
の
内

容
。
Ｐ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
は
、
県
支
部
が
独
自
に
行

っ
て
き
た
。
患
者
の
体
で
動

か
せ
る
部
分
を
生
か
し
、
パ

ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
ス
イ
ッ

チ
作
り
だ
。
そ
れ
を
使
っ
て

患
者
は
、
画
面
の
文
字
盤
を

通
し
て
の
対
話
や
文
章
作

り
、
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
利
用

が
可
能
に
な
っ
た
。

支
援
を
担
っ
て
き
た
の
が

腺
恒
ゆ
版
抓
衛
患
吟
映
れ
に

Ⅱ
元
東
北
大
極
低
温
科
学
セ

ン
タ
ー
助
教
授
Ⅱ
。
Ⅳ
年
前
、

「
言
葉
を
伝
え
た
い
」
と
願

う
和
川
さ
ん
と
の
出
会
い
を

機
に
、
電
気
の
知
識
を
生
か

し
て
ス
イ
ッ
チ
を
開
発
。
意

思
伝
達
が
困
難
に
な
っ
た
人

へ
の
技
術
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
続
け
て
い
る
。
．

し
か
し
、
坂
爪
さ
ん
の
活

動
は
仙
台
市
内
外
で
、
患
者

訪
問
が
年
間
１
６
ｏ
曰
を
超

え
た
年
も
あ
り
、
「
年
齢
も

あ
っ
て
、
体
力
的
に
限
墨

（
坂
爪
さ
ん
）
。
県
支
部
は

後
継
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集

し
て
い
る
が
、
指
導
、
育
成

す
る
役
も
負
う
坂
爪
さ
ん
自
一

身
、
時
齊
邑
ご
暗
陣
郎
ｇ
る
ぴ

助
か
す
装
置
で
会
話
す
る
一
ろ
支
援
機
湊
を
望
み
ま
き

雪
省
力
戸
目
■

廷
》
醒
蒼
や
塵
醸
知
識
の
泰

串
北
稔
人
垂
菫
に
広
げ

１




